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カナダ英語はアメリカ英語とどう違う

二
〇
一
三
年
九
月
二
六
日

　
開
催

カ
ナ
ダ
英
語
は
ア
メ
リ
カ
英
語
と
ど
う
違
う
⁉

 
―
世
界
で
一
番
長
い
国
境
線
の
両
側
の
英
語 

Ｊ
・
Ｋ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ

 

（
執
筆
＝
矢
頭
典
枝
）

■
講
演
者
…
…J.K. Cham

bers

（
ト
ロ
ン
ト
大
学
教
授
）

■
司
会
・
解
説
・
通
訳
…
…
矢
頭
典
枝

■
使
用
言
語
…
…
英
語
（
適
宜
通
訳
あ
り
）

講
演
要
旨

我
々
は
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り
も
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
と

同
じ
よ
う
な
話
し
方
を
す
る
。
こ
れ
を
社
会
言
語
学
で
は
「
方
言
連
続

体
（dialect continuum

）」
と
い
う
。
し
か
し
、
国
境
線
が
あ
る
場

合
、「
方
言
連
続
体
」
は
分
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
は
、
世
界
で
一
番
長
い
国
境
線
を
共
有
す
る
。
そ
の
国
境
は
、

カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
、
カ
ナ
ダ
英
語
の
独
自
性
を
保
つ
「
レ
ン
ガ
の
壁
」

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
場
合
も
あ
れ
ば
、「
透
か
し
ス
ク
リ
ー
ン
」
の

よ
う
に
カ
ナ
ダ
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
の
同
化
を
促
す
場
合
も
あ
る
。

本
講
演
で
は
、
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
境
の
両
側
に
お
け
る
英
語

の
発
音
や
語
彙
に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
概
観
し
た
。
主
な
調
査
地
点

と
し
て
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
両
側（
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
）、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン

州
の
国
境
地
点
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク（
Ｎ
Ｂ
）州
と
メ
ー
ン
州

の
国
境
地
点
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
が
異
な
る
例
と
し
て
、
ま
ずshine

の
過
去
形
のshone

の
発
音
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
両

側
の
調
査
で
は
、
カ
ナ
ダ
側
で
は
九
〇
％
以
上
が
﹇ʃan

﹈、
ア
メ
リ
カ

側
で
は
九
〇
％
以
上
が
﹇ʃon

﹈
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
地
図
を
用
い
て

示
さ
れ
た
。
し
か
も
、
面
白
い
こ
と
に
、
国
境
に
接
し
て
い
る
カ
ナ
ダ

側
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
半
島
の
方
が
、
カ
ナ
ダ
の
内
陸
よ
り
も
、
カ
ナ
ダ
的

な
﹇ʃan
﹈
と
い
う
発
音
を
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

カ
ナ
ダ
の
国
境
地
点
に
居
住
す
る
カ
ナ
ダ
人
は
、
カ
ナ
ダ
英
語
の
独
自

性
を
内
陸
居
住
者
よ
り
も
強
く
主
張
す
る
傾
向
が
あ
る
。Cham

bers
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教
授
は
、
こ
れ
を
カ
ナ
ダ
人
の
“Bastion M

entality

”（
防
御
的
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
ー
）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
国
境
地
点
が
「
レ
ン
ガ
の
壁
」
の
役

割
を
果
た
す
好
例
で
あ
り
、
国
境
地
点
の
カ
ナ
ダ
人
が
ア
メ
リ
カ
的
な

言
語
的
要
素
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
示
す
。
同
様
の
例
と
し
て
、
カ
ナ
ダ

側
の
Ｎ
Ｂ
州
と
ア
メ
リ
カ
側
の
メ
ー
ン
州
に
お
け
る
「
炭
酸
飲
料
」
を

表
す
語
の
調
査
も
興
味
深
い
。
カ
ナ
ダ
的
な
語pop

の
使
用
は
、
内
陸

部
で
は
九
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
境
地
点
の
街
で
は
一
〇
〇
％
で

あ
る
（
ア
メ
リ
カ
的
な
語
はsoda

。）

ま
た
、
国
境
が
「
透
か
し
ス
ク
リ
ー
ン
」
の
役
割
を
果
た
し
、
カ
ナ

ダ
英
語
の
特
徴
が
ア
メ
リ
カ
側
に
影
響
し
て
い
る
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

例
え
ば
、「
家
で
の
夕
食
」
を
意
味
す
る
カ
ナ
ダ
的
な
単
語supper

、

ま
たlever

の
カ
ナ
ダ
的
発
音
﹇ij

﹈
は
、
カ
ナ
ダ
側
の
国
境
地
点
で
は

bastion m
entality

が
作
用
し
て
カ
ナ
ダ
的
な
話
し
方
が
強
調
さ
れ
る

が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
国
境
地
点
の
町
で
は
、
ア
メ
リ
カ
内
陸
部
よ
り
も

カ
ナ
ダ
的
な
話
し
方
が
浸
透
し
て
い
る（
ア
メ
リ
カ
で
は
各
々dinner

、

﹇e

﹈
が
一
般
的
）。

カ
ナ
ダ
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
は
、
発
音
面
で
は
区
別
が
つ
か
ず
、

近
年
で
は
語
彙
面
で
も
カ
ナ
ダ
的
な
語
の
ア
メ
リ
カ
化
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
本
講
演
で
は
、
カ
ナ
ダ
側
の
国
境
地
点
に
住
む
カ
ナ
ダ
人
が
、

カ
ナ
ダ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
も
ち
、
隣
接
す
る
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
言
語
的
な
要
素
の
侵
入
に
抵
抗
す
る
状
況
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
最
後
に
、Cham

bers

氏
は
、
“Whether the border is 

チェンバーズ先生と矢頭先生を囲んで
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カナダ英語はアメリカ英語とどう違う

physical or not, people express allegiance to ‘their’ side ̶
 

and the w
ay w

e speak is an im
portant m

arker of w
ho w

e 
are and w

here w
e com

e from

”.（
国
境
が
物
理
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
と
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
、
人
々
は
自
分
が
所
属
す
る
方
に
対
す
る
忠

誠
心
を
表
す

―
そ
し
て
、
我
々
の
話
し
方
は
、
我
々
が
誰
な
の
か
、

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
を
示
す
重
要
な
マ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
る
）
と

締
め
く
く
っ
た
。

講
演
の
様
子

本
講
演
は
「
カ
ナ
ダ
研
究
入
門
Ⅱ
」
の
授
業
の
枠
内
で
行
わ
れ
た
た

め
、Cham

bers

教
授
は
言
語
学
的
な
専
門
知
識
を
持
た
な
い
聴
衆
に

も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫
を
施
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

熱心に聴き入る受講生たち

〈スライド写真〉　国境を挟んで、左がアメリカ、右がカナ
ダ―その間に建っている家は両国にまたがる
（Chambers 教授の講演のパワーポイントより）
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ト
で
は
、
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
境
地
点
の
写
真

―
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
や
Ｂ
Ｃ
州
と
ア
ラ
ス
カ
州
の
国
境
地
点
な
ど

―
が
数
多
く
映
し

出
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
と
バ
ー
モ
ン
ト
州
の
間
の
、
線

が
引
い
た
だ
け
の
国
境
に
ま
た
が
る
家
の
写
真
は
聴
衆
の
笑
い
を
誘
っ

た
。「
こ
の
家
の
住
人
は
、
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
る
寝
室
で
寝
て
、
カ
ナ
ダ

側
の
ト
イ
レ
に
行
く
の
で
す
」
とCham

bers

教
授
。

世
界
的
に
著
名
なCham

bers

教
授
の
本
講
演
の
開
催
は
言
語
学
関

係
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
日
は
、
言
語
学
を
研
究
す
る
研
究

者
や
大
学
院
生
が
県
外
か
ら
も
来
場
し
、
熱
心
に
講
演
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

J.K
. C
ham

bers

教
授
紹
介

ト
ロ
ン
ト
大
学
言
語
学
部
教
授
。
一
九
三
八
年
オ
ン
タ
リ
オ
州
生
ま

れ
。
一
九
七
〇
年
、
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
で
博
士
号
取
得（
一
般
言
語
学
）。

ア
メ
リ
カ
のLabov

、
イ
ギ
リ
ス
のTrudgill

と
並
び
、
社
会
言
語
学

の
三
大
重
鎮
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
カ
ナ
ダ
英
語
研
究
の
草
分
け
。

Canadian English: O
rigins and Structure （

一
九
七
五
）の
出
版

以
来
、
カ
ナ
ダ
英
語
お
よ
び
言
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
言
語
変
化
に

関
す
る
著
作
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
。
特
に
、Sociolinguistic 

Theory: Linguistic Variation and Its Social Signifi cance （
一

九
九
五
／
二
〇
〇
三
／
二
〇
〇
九
）とTrudgill

と
の
共
著Dialectol-
ogy （
一
九
九
八
）は
、
世
界
中
の
大
学
で
社
会
言
語
学
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ャ
ズ
評
論
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
マ
イ
ル
ズ
・
デ
イ
ビ
ス

の
伝
記M

ilestones: The M
usic and Tim

es of M
iles Davis （

一

九
九
八
） 

な
ど
、
ジ
ャ
ズ
に
関
す
る
著
作
も
多
い
。
社
会
言
語
学
で
は

J.K.

、
ジ
ャ
ズ
で
はJack

―
と
出
版
の
際
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
を

使
い
分
け
て
い
る
。（
詳
細
はhttp://w

w
w
.chass.utoronto.

チェンバーズ先生
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ca/ ~cham
bers

）

と
こ
ろ
で
、
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
編（
二
〇
〇
八
）『
史
料
が
語
る
カ
ナ

ダ1535‒2007

』
の〈
モ
ル
ソ
ン
・
ビ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
ア
イ
・

ア
ム
・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
」〉（pp. 292‒293, 

執
筆
・
宮
澤
淳
一
氏
）の

な
か
で
、「
カ
ナ
ダ
人
ジ
ョ
ー
」
が
、
劇
場
の
舞
台
に
登
場
し
、
観
衆
の

前
で
カ
ナ
ダ
（
人
）
と
ア
メ
リ
カ
（
人
）
の
違
う
点
を
興
奮
し
な
が
ら
列

挙
す
る
Ｃ
Ｍ
を
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
ジ
ョ
ー
は
、「
カ
ナ
ダ
英

語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
は
違
う
！
」
と
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
訴
え
て

い
る
。
そ
の
な
か
の
三
つ
の
例
は
、
実
はCham

bers

教
授
が
一
九
七

〇
年
代
よ
り
研
究
し
て
き
た
言
語
項
目
で
あ
る
。

ま
ず
、about

と
い
う
語
を
カ
ナ
ダ
人
が
“aboot

"
の
よ
う
に
発
音

す
る
と
ア
メ
リ
カ
人
が
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
違
う
、
と
ジ
ョ
ー

は
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、Canadian English

（
一
九
七
五
）
の

な
か
で
分
析
さ
れ
て
い
る
“Canadian Raising

"
とCham

bers

が

名
づ
け
た
言
語
現
象
か
ら
説
明
で
き
る
。about

の
な
か
の
二
重
母
音

/ɑ
/

は
、
カ
ナ
ダ
人
が
発
音
す
れ
ば
、
母
音
の
出
発
点
で
舌
が
上
が
り
、

「
ア
ウ
」
よ
り
少
し
「
オ
ウ
」（「
オ
」
は
「
ウ
」
に
近
い
）の
よ
う
に
発

音
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
こ
の
カ
ナ
ダ
人
の
こ
の
二
重
母
音
に
敏

感
に
反
応
し
、
舌
が
最
も
上
が
っ
た
状
態
の
「
ウ
」
の
よ
う
に
誇
張
し

て
捉
え
る
こ
と
が
あ
る
。Canadian Raising

が
起
こ
る
の
は
、
そ
の

他
、house

、m
outh

、couch

な
ど
、
こ
の
二
重
母
音
の
あ
と
に
無

声
子
音
が
く
る
語
で
あ
る
。

次
に
、
ソ
フ
ァ
の
こ
と
を
指
す
の
に
カ
ナ
ダ
人
は
伝
統
的
にches-

Milestones （1998） Sociolinguistic Theory （2009）
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terfi eld

と
い
う
語
を
使
っ
て
き
た
点
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に

Cham
bers

教
授
が
ト
ロ
ン
ト
か
ら
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
か
け
て
の
オ
ン
タ

リ
オ
湖
西
側
（
い
わ
ゆ
るthe G

olden H
orseshoe

）
で
行
な
っ
た
調

査
で
は
、chesterfi eld

と
い
う
語
は
、
若
い
世
代
に
よ
っ
て
使
わ
れ

な
く
な
り
、couch

と
い
う
語
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
後
の
文
字z

を
カ
ナ
ダ
人
は

﹇zed

﹈と
発
音
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、Cham

-
bers

教
授
は
一
九
七
〇
年
代
よ
り
オ
ン
タ
リ
オ
州
南
部
に
お
い
て
継
続

的
に
調
査
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ナ
ダ
人
の
子
供
た
ち
は
ア
メ
リ

カ
の
幼
児
番
組
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
に﹇ziː

﹈

と
発
音
す
る
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
カ
ナ
ダ
の
伝
統
的
な
発
音
で
あ

る
﹇zed

﹈
に
変
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、「
我
々
は
ア
メ
リ
カ
人
と
は
違
う
」
と
い
う
カ
ナ
ダ
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
言
語
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。




